議会運営委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成２６年３月１９日(水)　午前１０時００分～午前１１時３３分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　佐野尚人　副委員長　さとうゆみ
委　員　青山直道　浅井たつお　伊藤祐司　加藤和男　
川合保生　水野とみ子
議　長　正木祥豊　副議長　加藤武

	
	事務局
	事務局長　同補佐　書記


議長挨拶
委員長挨拶
１　議題
(1)　平成２６年第１回長久手市議会定例会議事日程（第６号）について
＜説明：事務局＞
　議案の審査結果について
　・　議案第１号から議案第３２号まで、いずれも可決
　　請願の審査結果について
・　請願第１号　『手話言語法』制定を求める意見書の提出を求める請願【採択】
　　　・　請願第２号　新聞への消費税軽減税率適用を目指し、政府への意見書提出を求
める請願【不採択】

　　　・　請願第３号　安定的な雇用と公正な処遇を求める請願【不採択】
　　本会議で採択の場合、日程の追加・変更により意見書の提出を議題とする
（委員長）・　日程は、提案のとおりでよいか。
＜異議なし＞
(2)　議会報告会アンケートの意見処理について
（委員長）・　議会報告会や議会に関する意見については、書面で次期議運委員長に引き
継ぐことでよいか。
＜異議なし＞
（委　員）・　議会ホームページ等での報告はどうするか。
（委員長）・　議会だより５月号で地区懇談会及び議運の視察とともに報告する。併せて議
会ホームページでもアンケート結果を公表する。
・　議会だより原稿の内容は正副委員長一任でよいか。
＜異議なし＞
(3)　継続課題について
　ア　議員報酬

（委員長）・　各会派での検討結果を報告してほしい。

（　楓　）・　第三者委員会委員の選定は未定だが、議会が主導権を持ち特別職報酬等審議
会（以下「報酬審」という。）に準ずる機関に諮問を行っていくべき。
（公明党）・　まとまっていない。
（　創　）・　現状の報酬審を活用しながら、議会として主張できることがあれば主張し

ていけばよい。議会独自の報酬審の設置は難しい。
（市民くらぶ）
　　　 ・　議会基本条例に「議会が議員報酬を改正する場合」との要件を規定すれば、
議会が独自に議員報酬について議論することが可能となるではないか。
（無所属）・　まとまっていない。
（委員長）・　報酬審の項目を基本条例に盛り込むことについて意見はあるか。
（委　員）・　条例については、議会基本条例検討特別委員会で議論すべき内容である。

　　　 ・　議会独自で議員報酬を改正する場合の規定がある他市町の議会基本条例を参
考にすればよい。

（副委員長）・　市議会独自の第三者機関を持つのであれば、議会基本条例に規定が必要では

ないか。
（委　員）・　議会基本条例検討特別委員会では、今年度、議運が議員報酬を検討すること
となっていたため、その検討状況を確認すべきとなった。議運の結論が出なけ
れば、議会基本条例検討特別委員会が独自で条例案を検討すればよい。議運は
条例の検討ではなく、今後議員報酬をどうするか検討すべきではないか。
（委員長）・　議運と議会基本条例検討特別委員会は、同時進行で検討すればよいと思うが、

議運から議会基本条例検討特別委員会に対して、一定の方向性は示していきた

い。
（委　員）・　今の市長である限り、議員報酬の改正議案は議会側から提出するしかないの

で、議員報酬は議会で決めていく旨の方向性を議運で決めればよい。
・　報酬審の制度自体は残るので、議会基本条例には議会独自で議員報酬を改正
する場合の規定を入れればよい。
（委員長）・　議運の検討結果としては、市長が議員報酬の改正議案を提出する場合を除き、
議会が同議案を提出する場合は、その内容は広く市民の声を聞きながら決めて

いくという方向性で、議会基本条例検討特別委員会へ報告してよいか。
＜異議なし＞
＜休　憩　10時53分＞
＜再　開　11時00分＞
　イ　パソコン等の持込みについて

（委員長）・　常任委員会でパソコン等持込みを試行した。ペーパーレスで気軽にデータを
持ち込むことができたため、審査の精度は向上したと考えるが執行部が作成す
る各種資料のデータ入手方法が課題であった。持込みを行った委員の意見はあ
るか。

（委　員）・　執行部から公開されたデータが少なかったため、議案のデータがあるとよか

った。なお、ペーパーレス化を目指すのであればパソコン等の持込みを強制的

にする必要がある。現状のように議員各自の判断ということであれば、パソコ
ン等を持込む議員数人のために、執行部へ新たに資料等のデータを作らせるこ
とに関して議論が必要ではないか。
　　　　 ・　執行部からデータをどれだけもらえるかが重要。執行部もパソコン等を使っ

てもよいのではないか。試行は続けたい。
（委員長）・　委員会によって、議員が受け取る資料を紙媒体か電子データかで選べるよう

にしてはどうか。
（委　員）・　いつまでも試行としていると、いつまでたってもパソコン等の持込みは進ま

ない。今後の方向性を決める必要がある。
　　　　 ・﷒　本会議での持込みはどうするのか。

（副議長）・　実際に持込みを行った議員の数を把握すべき。
（委　員）・　委員長は、他の市議会の持込み状況を調査してほしい。
（委員長）・　本会議での持込みについて、各会派で検討してほしい。
＜異議なし＞
（委員長）・　持込みを試行した旨を議会だよりで掲載すべきかどうか意見はあるか。

（委　員）・　今後も試行を継続する旨を掲載すればよい。

・　常任委員会だけでなく、本会議を除く他の委員会についても持込みを試行す

べきではないか。

・　今後、利用拡大について検討していくとの文言でどうか。

（委員長）・　「３月議会から試行を開始した」「今後、利用範囲の拡大について検討する」
という旨の文言で、議会だより編集特別委員長と調整する。
＜異議なし＞
２　その他
（委員長）・　先般の全員打合会で議員定数について議運で再度検討してほしいとの意見が

あったが、意見はあるか。
（委　員）・　現在の任期中に議員定数の改正を議決したのであるから、削減した議員定数

での一般選挙を執行していない中で更に議員定数の議論を行う必要はない。
（委員長）・　議運では、再度検討しないとのことで回答してよいか。
＜異議なし＞
（委員長）・　以上で本日の議会運営委員会を終了する。
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